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１
日　

役
員
会
議
（
10
時
）

 

〃 

　

献
血
呼
び
か
け
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
10
時
15
分
）

７
日　

学
生
の
集
い
「
ま
な
び
ば
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
13
時
〜
８
日
）

 

〃 

　

学
生
担
当
委
員
会
例
会 

（
19
時
30
分
）

８
日　

第
40
回
教
区
学
生
会
総
会
（
10
時
）

 

〃 

　

健
康
感
謝
わ
ん
こ
そ
ば
大
会
（
11
時
）

14
日　

雅
楽
初
心
者
講
習
会
（
10
時
）

16
日　

行
事
調
整
・
予
算
会
議
（
10
時
）

21
日　

女
子
青
年
例
会
（
10
時
）

【
12
月
分
】

行 

事 

予 

定

門 

間 

道 
明

道
の
教
職
員
の
集
い
代
表
世
話
人　

　
　
　
　
　

軌
道
修
正
、
そ
し
て
前
進

　

道
の
教
職
員
の
集
い
は
、
道
の
後
継
者
育
成
と
共
に
、
親
神

様
が
望
ま
れ
る
陽
気
ぐ
ら
し
世
界
実
現
を
目
指
し
て
働
き
、
学

校
を
は
じ
め
各
種
教
育
機
関
に
従
事
し
て
い
る
、
ま
た
そ
の
経

験
が
あ
る
よ
う
ぼ
く
信
者
の
会
で
す
。
以
前
の
教
区
報
に
、
子

供
た
ち
の
事
を
考
え
た
記
事
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
最
近
の
新
聞
記
事
に
興
味
深
い
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

　

今
学
校
で
は
、
「
１
人
１
台
」
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
の
学
習
端
末
が
配
備
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
小
中
学
校
の
英
語
は
100
％
、
数
学
は
55
％
の
児
童
生

徒
が
使
え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

13
年
前
か
ら
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
導
入
し
て
い
る
北
欧
の
国

で
は
、
学
習
へ
の
悪
影
響
が
あ
る
と
し
て
、
紙
の
教
科
書
や
手

書
き
を
重
視
す
る
「
脱
デ
ジ
タ
ル
」
に
大
き
く
舵
を
切
り
ま
し

た
。
あ
る
教
師
は
、
端
末
使
用
を
前
提
に
授
業
を
組
み
立
て
ま

し
た
。
す
る
と
教
室
に
様
々
な
変
化
が
出
て
、
子
供
た
ち
に
集

中
力
が
続
か
な
く
、
考
え
が
深
ま
ら
な
い
な
ど
の
様
子
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
今
は
端
末
を
効
果
的
な
場
面
だ
け
に
使
用
し
、
月

に
１
時
間
程
度
の
授
業
に
変
え
た
そ
う
で
す
。
子
供
た
ち
も
、

目
や
首
が
痛
く
な
り
、
キ
ー
ボ
ー
ド
で
文
字
を
入
力
す
る
の
も

時
間
が
か
か
っ
て
集
中
で
き
ず
、
紙
と
鉛
筆
の
方
が
頭
に
入
る

と
感
想
を
述
べ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

国
際
学
習
到
達
度
調
査
で
は
、
23
年
程
前
よ
り
読
解
力
・
数

学
的
応
用
力
・
科
学
的
応
用
力
の
全
て
に
成
績
の
落
ち
込
み
が

目
立
っ
た
そ
う
で
す
。
あ
る
研
究
所
で
は
、
印
刷
さ
れ
た
教
科

書
や
教
師
の
専
門
知
識
を
通
じ
た
知
識
の
習
得
に
再
び
重
点
を

置
く
べ
き
と
し
、
学
習
の
記
憶
は
、
ど
の
辺
り
に
書
か
れ
て
い

た
か
と
い
っ
た
物
理
的
な
位
置
情
報
と
も
関
連
し
て
お
り
、
画

面
上
の
情
報
は
記
憶
に
残
り
に
く
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。「
１

人
１
冊
」
と
な
る
紙
の
教
科
書
を
、
再
普
及
す
る
国
も
出
て
い

ま
す
。
今
こ
そ
、
科
学
的
根
拠
を
基
に
正
し
い
学
習
の
あ
り
方

へ
軌
道
修
正
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
学
力
低
下
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
高
い
学
習
効
果
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
紙
の
教
科
書

が
、
失
わ
れ
な
い
事
を
切
に
願
い
ま
す
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
夏
の
勉
強
会
」
で
は
、
子
供
た
ち
に

教
科
書
を
読
み
解
く
力
や
書
く
こ
と
の
大
切
さ
を
指
導
し
、
縦

の
伝
道
と
学
習
の
両
面
に
重
点
を
お
い
て
長
年
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
の
時
代
に
お
い
て
、
こ
の
勉
強
会
を
は
じ
め
と
す

る
諸
活
動
に
も
課
題
点
や
修
正
す
べ
き
点
は
多
々
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
教
祖
百
四
十
年
祭
三
年
千
日
の
さ
な
か
、

今
だ
か
ら
こ
そ
軌
道
修
正
す
べ
き
所
を
修
正
し
、
前
へ
前
へ
と

推
し
進
め
、
喜
び
勇
ん
で
の
年
祭
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　

昔
か
ら
日
本
人
は
、
言
葉
に
は
霊
が
宿
っ
て

い
る
と
信
じ
、
言
霊
と
い
う
表
し
方
で
、
発
し

た
言
葉
が
本
当
に
な
る
と
言
わ
れ
、
言
葉
を
大

切
に
し
て
き
ま
し
た
。
言
葉
は
神
様
か
ら
与
え

ら
れ
た
人
間
だ
け
の
特
権
。
言
葉
は
そ
の
人
の

心
を
表
す
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

教
祖
は
「
女
房
の
口
一
つ
」（
逸
話
篇
32
）「
言

葉
一
つ
」
（
逸
話
篇
137
）
に
あ
る
よ
う
に
、
言
葉

の
使
い
方
に
つ
い
て
、
様
々
な
場
面
で
教
え
て

下
さ
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
人
を
お
褒
め
に
な

り
、
お
ぢ
ば
に
帰
っ
て
来
ら
れ
る
人
に
は
「
ご

苦
労
さ
ま
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
人
間

的
に
は
苦
労
、
難
渋
、
恐
怖
、
腹
立
た
し
さ
な

ど
の
連
続
で
あ
っ
た
五
十
年
の
ひ
な
が
た
の
道

で
も
、
不
平
、
不
満
、
腹
立
ち
の
言
葉
は
一
言

も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
子
ど
も
や

年
下
の
人
の
誰
に
対
し
て
も
「
さ
ん
」
付
け
で

呼
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
「
道
の
者
は
、
い
つ

も
正
月
言
葉
を
使
こ
う
て
、
通
ら
ん
な
ら
ん
で
」

と
口
伝
で
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
正
月
言

葉
と
は
、
祝
い
言
葉
、
ほ
め
言
葉
、
お
礼
の
言

葉
、
お
詫
び
の
言
葉
の
こ
と
。
何
気
な
い
一
言

が
人
の
心
を
救
う
こ
と
が
あ
る
一
方
で
、
大
き

く
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

言
葉
に
よ
っ
て
人
間
関
係
の
も
つ
れ
、
不
仲

に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
「
禍
は
口
か
ら
」
と

言
わ
れ
る
通
り
で
、
政
治
家
や
有
名
人
の
一
言

で
、
人
生
が
変
わ
る
姿
も
、
ず
い
ぶ
ん
目
に
し

て
き
ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
大
学
で
、
40

年
以
上
日
本
語
を
教
え
て
い
る
金
谷
武
洋
氏
は
、

今
ま
で
300
人
以
上
の
留
学
生
を
日
本
へ
送
っ
て

い
て
、
帰
っ
て
来
た
彼
ら
の
変
化
に
、
毎
回
驚
か

さ
れ
る
と
い
い
ま
す
。
日
本
語
を
学
ぶ
と
、
性

格
が
穏
和
に
な
り
、
人
へ
の
接
し
方
が
柔
ら
か

く
な
る
と
い
う
の
で
す
。

　

世
界
的
言
語
学
者
の
「
サ
ピ
ア
＝
ウ
ォ
ー
フ

の
仮
説
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
母
語
、
子
ど

も
の
時
に
、
家
庭
で
覚
え
た
言
葉
で
、
世
界
の

見
方
が
変
わ
る
と
い
う
の
で
す
。
小
さ
い
時
か

ら
聞
い
て
い
る
言
葉
の
使
い
方
で
、
も
の
の
見

方
、
捉
え
方
、
考
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で

す
。
そ
う
考
え
る
と
、
最
近
の
日
本
語
の
乱
れ

が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
せ
っ
か
く
素
晴

ら
し
い
日
本
語
を
知
る
私
た
ち
は
、
特
に
「
吐

く
息
、
引
く
息
（
言
葉
の
意
）
一
つ
の
加
減
で

内
々
治
ま
る
」
「
言
葉
一
つ
が
よ
う
ぼ
く
の
力
」

「

言

葉

」

「
第
一
言
葉
愛
想
、
満
足
は
言
葉
に
限
る
」
と
教

祖
が
お
示
し
下
さ
れ
た
よ
う
に
、
誰
に
対
し
て

も
優
し
い
、
丁
寧
な
、
明
る
い
言
葉
を
心
掛
け

た
い
も
の
で
す
。
言
葉
は
消
し
ゴ
ム
で
消
せ
ま

せ
ん
か
ら
ね
。

信
仰
随
想

ほ

う

　
　
　
　ら

く

法

　楽

前
岩
手
教
区
長

　
　
中

田

俊

次

信
仰
随
想

前
岩
手
教
区
長

　
　
加 

藤 

昌 

弘

せ

　い

　
　
　
　
　し

　ん

誠

　心

信
仰
随
想

前
岩
手
教
区
長

　
　
加 

藤 

昌 
弘

せ

　い

　
　
　
　
　し

　ん

誠

　心

信
仰
随
想

前
岩
手
教
区
長

　
　
加 

藤 

昌 

弘

せ

　い

　
　
　
　
　し

　ん

誠

　心

日　

時　

12
月
８
日
（
日
）
10
時

会　

場　

教
務
支
庁

内　

容　

お
つ
と
め
、
式
典
、
交
流
会
他

対　

象　

中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
、　

　
　
　
　

専
門
学
校
生
他

第
4 0
回
教
区
学
生
会
総
会
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―
― 

実
施
会
場
一
覧 

―
―

　

三
陸
支
部　

10
月
31
日　

宮 

古 

分　

23
人

　

盛
岡
支
部　

11
月
３
日　

教
務
支
庁　

60
人

　

九
戸
支
部　

11
月
４
日　

南 

平 

分　

66
人

　

二
戸
支
部　

11
月
４
日　

淨
法
寺
分　

27
人

　

県
南
支
部　

11
月
４
日　

磐 

井 

分　

44
人

　

奥
州
支
部　

11
月
9
日　

岩
栄
原
分　

57
人

　

花
巻
支
部　

11
月
17
日　

花 

巻 

分　

39
人

　

当
初
16
日
か
ら
予

定
し
て
い
た
剪
定
ひ

の
き
し
ん
は
、
雨
の

為
10
月
17
日
の
み
と

な
っ
た
。
10
時
か
ら
、

教
務
支
庁
中
庭
の
剪

定
ひ
の
き
し
ん
を
実

施

し
、

災

救

隊

ス

タ
ッ
フ
を
中
心
に
、

７
人
が
参
加
し
た
。

剪
定
や
刈
り
込
み
、
ま
た
電
動
工
具
等
を
使
用

し
て
、
作
業
は
手
際
良
く
進
め
ら
れ
、
中
庭
は

綺
麗
に
整
え
ら
れ
た
。

　

教
区
青
年
会
は
、
「
第
98
回
天
理
教
青
年
会

総
会
」
開
催
に
伴
い
、
青
年
会
層
を
対
象
に
岩

手
ー
天
理
間
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
輸
送
を
行

い
、
往
路
11
人
、
復
路
12
人
が
参
加
し
た
。

　

10
月
25
日
午
後
５
時
、
教
務
支
庁
を
出
発
し
、

翌
26
日
午
前
７
時
、
天
理
に
到
着
し
た
。
各
々

の
詰
所
に
分
か
れ
て
直
属
分
会
に
合
流
し
、
秋

季
大
祭
終
了
後
か
ら
開
催
さ
れ
た
関
連
行
事
並

び
に
前
夜
祭
に
参
加
し
た
。

　

続
い
て
27
日
の
総
会
に
参
加
し
た
後
、
午
後

１
時
に
天
理
を
出
発
。
28
日
午
前
５
時
、
教
務

支
庁
に
無
事
帰
着
し
、
解
散
と
な
っ
た
。

　

教
区
青
年
会
は
、「
健
康
感
謝
わ
ん
こ
そ
ば
大

会
」
を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

　

日
頃
結
構
に
お
借
り
し
て
い
る
身
体
に
感
謝

を
込
め
て
、
１
分
間
に
わ
ん
こ
そ
ば
を
何
杯
食

べ
ら
れ
る
か
を
競
い
ま
す
。
参
加
対
象
は
問
い

ま
せ
ん
の
で
、
1
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時　

12
月
８
日
（
日
）
11
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
学
生
会
終
了
後
よ
り

　

会　

場　

岩
手
教
務
支
庁

　

対　

象　

性
別
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
ど
な
た

　
　
　
　
　

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

参
加
費　

無
料

　

申　

込　

村
松
義
朗
委
員
長
迄

　

「
青
年
会
総
会
バ
ス
輸
送
」
報
告

「
雅
楽
初
心
者
講
習
会
」
【
12
月
14
日
】

　

岩
手
教
区
で
は
、
第
３
回
「
よ
う
ぼ
く
一
斉

活
動
日
」
を
10
月
31
日
の
三
陸
支
部
を
皮
切
り

に
11
月
17
日
の
花
巻
支
部
ま
で
、
全
支
部
７
会

場
で
実
施
し
た
。
参
加
者
の
内
訳
は
、
教
会
長

53
人
、
布
教
所
長
８
人
、
よ
う
ぼ
く
229
人
、
別

席
運
び
中
６
人
、
そ
の
他
20
人
、
総
数
316
人
と

な
っ
た
。

　

多
く
の
教
友
た
ち
が
集
っ
た
各
支
部
の
会
場

で
は
、
お
つ
と
め
を
心
一
つ
に
つ
と
め
、
全
員

で
「
諭
達
第
４
号
」
を
拝
読
し
、
教
会
本
部
か

ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
視
聴
し
た
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、
松
村
義
司
・
た
す
け

委
員
長
は
、
教
え
の
実
践
の
一
つ
ひ
と
つ
が
真

実
の
種
蒔
き
に
な
る
と
し
て
、
「
親
神
様
、
教

祖
の
ご
期
待
に
応
え
、
ご
安
心
い
た
だ
き
お
喜

び
い
た
だ
こ
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
、
残

る
一
年
余
り
を
通
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け

ら
れ
た
。

　

続
い
て
の
会
場
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
講
話
や

ビ
デ
オ
視
聴
の
ほ
か
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
お
て
ふ
り
練
習
、
お
さ
づ
け
取
り
次

ぎ
演
習
な
ど
が
行
わ
れ
、
三
年
千
日
の
残
り
一

年
余
り
、
教
え
の
実
践
に
一
層
努
め
て
い
く
こ

と
を
誓
い
合
っ
た
。青

年

会

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
雅
楽
初
心
者
講
習
会
」

を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
雅
楽
は
祭
事
の

流
れ
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
式
そ
の
も
の
の
格

調
を
高
め
ま
す
。
基
礎
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
初
心
者
を
は
じ
め
経
験
者
の
参
加

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時　

12
月
14
日
（
日
）
９
時
30
分
集
合　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

　

場　

所　

岩
手
教
務
支
庁

　

講　

師　

鳳
笙　

権
谷
正
一
先
生

　
　
　
　
　

篳
篥　

田
中
範
道
先
生

　
　
　
　
　

龍
笛　

権
谷
一
平
先
生

　

参
加
費　

５
０
０
円
（
昼
食
代
と
し
て
）

　

申　

込　

12
月
４
日
迄
に
支
部
で
取
り
ま
と

　
　
　
　
　

め
て
教
区
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

第
３
回
「
よ
う
ぼ
く

　
　
　
　
　
　
　

一
斉
活
動
日
」
報
告

淨法寺分教会淨法寺分教会

宮古分教会宮古分教会

　

「
健
康
感
謝
わ
ん
こ
そ
ば
大
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
12
月
８
日
】

祭

事

部

　

「
教
務
支
庁
剪
定
ひ
の
き
し
ん
」
報
告

二 戸 九 戸

三 陸 盛 岡

花 巻奥 州県 南

南平分教会南平分教会

花巻分教会花巻分教会岩栄原分教会岩栄原分教会磐井分教会磐井分教会

宮古分教会宮古分教会 教務支庁教務支庁


